
 

 

 

 

 

１/30(金) 探求活動合同発表会 

「他系列・他学科の情報を共有するとともに、地域へ本校の魅力を発信する」ことを目的とし、探求活動合同発表会

を実施しました。「総合的な探究の時間」として各学年・コースが取り組んできた探究活動の成果を発表しました。地域

の特産品や資源を活用した実践的な取り組みは、生徒たちの専門的な学びと地域貢献を見事に融合させた内容となり

ました。 

３学年農業科学コース「奥久慈しゃも研究」では、しゃもの飼育と成育調査を実施しました。記録的な猛暑が体重増

加に与える影響を分析し、扇風機増設などの暑さ対策の効果を検証。また、自ら飼育したしゃもの解体実習を通じて「命

を頂くこと」の重みを学び、地域の魅力を手軽に伝える「奥久慈しゃもバーガー」の開発にも取り組みました。 

３学年林業科学コース「キノコ栽培における廃材の有効活用とオオクワガタ研究」は、シイタケ栽培の廃材を活用した

オオクワガタの飼育・繁殖に挑戦しています。10年にわたる研究で、飼育温度や菌糸瓶のサイズが個体サイズに与える

影響を科学的に検証し、過去最大サイズを記録。今後は菌糸瓶の自作による完全養殖を目指すとともに、地域の子供

たちへの教材提供を通じた自然教育にも貢献が期待されます。 

２学年総合学科「タピこん」では、町の認知度向上を目指し、特産品の「こんにゃく」を若者向けにアレンジした「手作

り体験型タピオカ風キット」を考案しました。小学生を対象とした体験会や SNSでの情報発信を通じて、単なる食品販

売ではなく「思い出作り」という新しい価値を提案し、地域の魅力を発信しています。 

１学年総合学科「爆誕！わんぱく弁当」では、大子町の飲食店「七曲り」と協力し、奥久慈しゃもの卵、りんご、お茶、米

などの地域特産品を使った「ワンパク弁当」を開発しました。男性客をターゲットに、ボリューム満点の油淋鶏とチャーハ

ンをメインに据えたこの弁当は、イベントや水戸駅での販売で合計 135個、約 19万円の売上を達成。NHKなどメディ

アでも紹介され、大子町の PRに大きく貢献しました。 

３学年福祉系列コース「高校生から福祉の専門職へ」では、介護福祉士を目指す 2年間の学びを振り返りました。施

設実習での経験から、ボディメカニクスやコミュニケーション技術などの専門的な課題を見出し、4月から福祉の専門

職として地域を支える決意を力強く語りました。 

１学年「地域おこし弁当」プロジェクトおよび２学年「特産品おみやげ」プロジェクトにおきましては、それぞれ大子町内

の７社と４社の事業者様にご協力をいただきました。生徒たちの構想実現に向け、多大なるご尽力を賜りましたこと、心

より感謝申し上げます。今後とも、大子清流高等学校に対しまして、変わらぬご支援をくださいますよう、よろしくお願い申

し上げます。 
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１/30(金) 進路縦割り HR 

3年生は進路に応じて民間就職、公務員、専門学校、大学・短大の 4つの会場に分かれ、それぞれの立場から具体

的なアドバイスを展開しました。進路がほぼ固まりつつある 2年生は、自分の希望に応じた会場で先輩と直接交流し、

疑問や不安を解消する貴重な機会となりました。 

一方、これから進路を本格的に考え始める 1年生には、学年全体で就職（民間企業・公務員）と進学（専門学校・大

学・短大）について、3年生の代表生徒がプレゼンテーション形式で説明を実施。先輩たちの生の声に、1・2年生はメ

モを取りながら真剣に耳を傾けていました。 

事後アンケートでは「進路について深く考える機会になった」「今のうちにやるべきことをやっておくことが大事だとわ

かった」といった前向きな感想が多数寄せられ、有意義な時間となりました。 

    

 

２/２(月) コンニャク作り講習会 コンニャク生玉合わせ in大子 

本校農場の食品加工室にて、「大子町こんにゃく生産協会」の主催による「コンニャク作り講習会」が開催されました。

地元講師の方々のご指導のもと、農業科学コースの 2 年生 6 名が、大子町産のコンニャク芋を原料とした「コンニャク

生玉合わせ」を体験しました。原料として 5 種類の芋が用意され、生徒たちは出来上がった刺身コンニャクの食感や風

味を食べ比べることで、それぞれの違いを深く学んでいました。当日は、コンニャク生産の関係者やマスコミなど、町内外

から約 50名が来場。生徒たちにとって、地域の方々と交流を深める貴重な機会となりました。 

    

 

２/２(月) 第３学年 遠足 

第３学年の生徒たちが卒業前の遠足として東京ディズニーシーを訪れました。パークでは、キャストの温かな笑顔と丁

寧な対応に触れ、「挨拶」や「笑顔」というコミュニケーションの基本の大切さを実感しました。また、プロフェッショナルと

して誇りを持って働く姿から、働くことの喜びや意義を考える貴重な機会となりました。卒業を控えた生徒たちにとって、

友人たちと過ごすかけがえのない時間となり、明るい笑顔が印象的でした。学びと楽しさに満ちた、心に残る一日となり

ました。 

    


